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下水道ビジョン（経営戦略）中間見直しの趣旨

本ビジョンは、令和３年度から令和７年度までを前期、令和８年度から令和12年度まで
を後期および令和13 年度以降を長期としています。施策を着実に実行し、『住みたい、住
み続けたい、いつか帰りたいまちを支えるくまとりの下水道』を未来にわたって創り上げて
いくために、折り返し地点である令和７年度にＰＤＣＡサイクルに基づいた「目標達成状況
の確認・検証（Ｃｈｅｃｋ）」「見直しの改善（Ａｃｔｉｏｎ）」を図り、令和８年３月に
本ビジョンの総合的な見直しを行いました。

計画期間：令和3年度から令和12年度（10年間）

下水道ビジョン（経営戦略）の施策体系図（P）
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基本理念 基本方針 計画名 具体的な方策

修繕改築の実施

長期的な維持管理体制

未普及地域の解消

指定避難所への整備

中期整備計画の公表

整備計画

【見直し対象範囲】
過年度までの調査結
果及び今後増加する
見込である維持管理
費の見直しを踏まえ
た方針設定

【見直し対象範囲】
交付金減少リスクを
想定した整備方針の
検討

【見直し対象範囲】
人口減少を見据えた
使用料単価・有収水
量の見通しを考慮し
た収支状況の検証
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熊取町下水道ビジョン(経営戦略)中間見直し概要図

ストックマネジメント計画
（施設：モノ）

老朽化した施設の計画的な点
検・修繕を行い、長期的な維
持管理体制を構築します。

経営戦略
（財政：カネ）

公営企業として自立した健全
経営を目指し、使用料の適正
化や一般会計からの繰入金削
減を図ります。

整備計画
（運営：ヒト）

未普及対策の施策や、指定避
難所への優先的な整備を早期
に実現します。

毎年度の当期純利益を確保
令和3年度から令和6年度にか
けて、着実に純利益を計上し、
経営の安定性を示しています。

資金残高 3.0億円を維持
現ビジョンの目標である資金残
高（現預金）約3億円を確保し、
総合的なキャッシュフローを維
持しています。

使用料改定による経営改善
令和6年度に実施した下水道使
用料の改定（単価140円
→158.529円）により、更なる
経営基盤の強化が図られまし
た。

堅実で確実な推計を採用
有収水量の減少（年▲0.2%）と交
付金の内示率（70％）を想定し、
堅実で確実なシミュレーションに
基づき計画を策定しています。

4年に一度の使用料見直しを検討
社会経済情勢の変化に柔軟に対応
するため、定期的な収支検証と必
要に応じた使用料見直しを行いま
す。

R12年度末の財政予測
R7 当期純利益
55,670千円

新技術の導入によるコスト削減
維持管理費の増加に対応するため、
ドローンやAIを活用した効率的な
点検調査を検討します。

広域連携・官民連携の推進
人件費や物価高騰への対策とし
て、近隣自治体との広域連携や
PPP／PFI等の手法を研究します。

指定避難所の整備率100％へ
令和12年度までに小中学校の整備
を完了させ、すべての指定避難所
への下水道整備を達成します。

今後の重点施策と経営改善

前期期間（R3～R7）の経営実績 後期期間(R8～R12)の収支シミュレーション

住みたい、住み続けたい、

いつか帰りたいまちを支える
くまとりの下水道

R12 当期純利益
▲11,645千円
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R6年度の純利益がR5年度より大きく増加している主な原因（内訳）
・流域下水道負担金の還付金（12,643千円）
・R6使用料改定による増額分（52,707千円）
・特別損失の前年度からの減少分（48,625千円）
・その他営業費用の増加分（▲26,297千円）
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経営戦略

【計画期間目標】
・今後3年に一度、使用料の見直しを実施する。（令和5年度までに検討）
・一般会計からの基準外繰入金の低減に努める。
・計画的な財源確保により、健全で持続可能な事業運営を目指す。
【中間見直し（令和3年度～6年度実績）】
・現ビジョンの資金残高目標値3.0億円を概ねキープしています。（図①実現金高参照）
・当期純利益は毎年度発生しています（図②参照）。

【中間見直し（後期期間（令和８年度～12年度）の収支計画シミュレーション）】
・シミュレーションのための前提条件（使用料単価・水洗化率・建設物価上昇率・
人件費改定率・起債発行利率・将来推計人口）を見直しました。

・1人当たり有収水量および交付金内示率の数値を変更して、収支計画のシミュレー
ションをいくつかのパターンに分けて実施しました。

・有収水量の減少に伴う使用料収入の減少、交付金が要望額の７０%にとどまるとい
う条件を加えて作成した収支計画シミュレーションを、中間見直しの推計として採
用します（図③参照）。

『令和６年度に下水道使用料を改定し、直近の経営状況は改善しています。後期期間
においては、採用した収支計画シミュレーションに基づいて経営を行いますが、昨今
の社会情勢の変化に伴う物価上昇及び人口減少を考慮すると、年が経つにつれて経営
状況の悪化が想定されます。』

前期期間R3年度～R7年度の結果（D・C）
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1人当たり有収水量（277ℓ／日） 交付金内示率 概要

減少（▲0.2％／年） 70% 有収水量は減る　交付金は要望の70％が交付

3条繰入金
（5年累計）

現預金残高
（R12年残）

企業債残高
（R12年残）

利益剰余金
（R12年残）

当年度純利益
（5年累計）

1,293,567 392,651 6,004,277 312,514 110,318

（単位：千円）
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（千円）

ストックマネジメント計画

・昨今の物価上昇等の影響により維持管理費が増加傾向にあるため、予定している点
検調査や改築工事について、より費用対効果を重視して実施し、施設の維持管理に努
めます。

・八潮市での道路陥没を踏まえ、国土交通省が各種検討会で今後の方針を協議中ですが、
いずれも現時点で具体的な数値目標・方針などは示されていないため、国の動向に注
視しつつ点検調査や改築工事を進め、示された内容に応じて、次期ビジョンへの反
映も検討します。

・維持管理費が増加傾向にあるため、財源制約下で費用対効果を考慮した点検調査の新
技術導入（ドローン・AI等）を検討します。

・より効率的なPDCAサイクルを確立するために、既存施設のデジタル管理強化とデー
タの収集・分析・活用を図ります。

整備計画

・昨今国庫補助（交付金）が要望額を下回っている上に、起債（地方債）も発行利率が
上昇し、借入が困難になってきていることから、整備費に対する財源の確保が
課題となっています。整備規模と投資計画の適正化を考慮しつつ、効率的かつ持続可
能な整備を実施します。

・未普及地域の解消と、人口減少による水需要減少とのバランスを考慮した整備を実施
します。

経営戦略

・人口減少・水需要減少と経費回収率を考慮し、財政計画の見直しと経営資源の最大限
活用が重要と考えます。

・人件費・物価高騰、起債利率上昇に対応して、官民連携や近隣自治体との広域連携の
可能性を調査・研究していきます。

後期期間・次期ビジョン策定に向けて（A)

基本理念と「三位一体」の施策体系

①施設（モノ）／ストックマネジメント計画:点検・調査を徹底し、老朽化した施設の計
画的な修繕・改築を行うことで、長期的な維持管理体制を築きます。
②財政（カネ）／経営戦略: 公営企業会計として自立した健全経営を目指します。具体的
には、4年ごとに使用料を評価し、必要に応じて見直すことで、一般会計からの繰入金の
低減に努めます。
③運営（ヒト）／整備計画: 未普及地域の解消や、災害時に重要な役割を果たす指定避難
所への下水道整備を早期に実現することを目指します。

まとめ

・中間見直しを行った結果、後期期間においても、概ね下水道ビジョンに基づく事業運
営が可能であることが確認できており、今後もビジョンに基づいた事業を推進してい
きます。

・しかしながら後期期間中において、下水道を取り巻く環境は維持管理費や整備費の増
大、人口減少に伴う下水道使用料収入の減少などにより、年が経つにつれて経営状況
の悪化が想定されるため、費用対効果を考慮し、より効率的に事業を進めていく必要
があります。

・次期ビジョン（令和13～22年度）の策定にあたっては、これらを踏まえ、整備計画
や使用料の見直しの議論が必要となります。P5 P6

前期期間R3年度～R7年度の結果（D・C）

ストックマネジメント計画

【計画期間目標】
・下水道管路の破損等に起因する道路陥没事故発生件数を0件/km/年
・マンホールポンプ施設の停電・施設故障による機能低下・停止0件/年
【中間見直し】
・令和3～4年度の点検調査においては、早急な修繕・改築が必要な箇所はありません
でした。

・令和8年度に令和3～4年度の点検調査時に緊急度Ⅱと判定された箇所を再調査し、
修繕改築が必要な場合には工事を実施する予定です。

『ストックマネジメント計画に基づく点検・調査・修繕を実施しており、下水道管路の
破損等に起因する道路陥没事故発生件数は1件、マンホールポンプ・施設関連の故障

による機能停止件数は0件です。』

整備計画

【計画期間目標】
・令和7年度までに東小学校・熊取南中学校を、令和12年度までに南小学校を整備し、
指定避難所の整備率100%を達成する。

【中間見直し】
・令和6年度末までに指定避難所の東小学校、南中学校を整備済みです。

『現在継続して整備している小垣内、大宮、久保、朝代、緑ヶ丘地区に加え、新たに和
田、小谷、五月ヶ丘地区についても整備を行っていく計画です。』
『また、南小学校の整備についても、引続き進めます。』

後期期間・次期ビジョン策定に向けて（A)
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